




























1.わが国の代謝性蓄積症の症例数 

わが国における代謝性蓄積症の症例数,予後,管理などの実態を把握するために,まず本年

度はその一次調査を行った。すなわち,全国の大学病院,200 床以上の官公立病院の小児科,

および小児総合医療施設 1,014 施設,並びに大学病院内科,並びに整形外科 407 施設,計

1,421 施設に一次調査のための葉書を送り,726通(51.1%)の回答を得た。この 726通の回答

のうちで,症例数ありと回答したものは 279 通(38。4%),なしと回答したものは 447 通

(61.6%)であり,3 分の 1 以上の施設で代謝性蓄積症を経験していた。各施設で経験した症

例の数は,1,305 例で人口 100 万当り 11.7 例で,平均値以上の症例を認めた地域は,関東甲

信越,中部北陸,近畿地区で人口 100 万当り 13.3～13.9 例であり,その他の地域は平均値以

下で,北海道が 100 万人当り 4.3 例と最も低い値を示した以外は,6.2～10.5 例の範囲であ

った。これらの地域別人口当りの症例数をみると,地域による頻度の相違とみるよりも,診

断技術が広く普及している地域で多く発見されているとみるのが妥当のように思われた(

表 1)。 


